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おり， 巣が 最大 に 発達した時期 に おい て も屋根糎 と接する こ とは なか っ た 。 また 他 の 1巣 は 屋 根板 よ り突 出 した 直 径 4

mmt 長 さ 2ro　mm の 鉄 くぎに 巣 柄 をと りつ けて い た 。残 りの 6巣 で は 巣柄 は 庖 接屋根 板 に とりつ けられて い た 。 い ず

れ の 巣 も草 木の 枝 に 営 巣 した 場合 と異なり， 営巣期聞中を通 じて屋 根の ひ さ しな どに よっ て 風雨か ら保護 されて い た。

　（e ） 髫壁 。 こ れ まで 2巣 を観察 した が ，
い ずれ も川 に 面 した 岩壁 の 岩 の 突 出部 下面 に 営 巣 して い た 。

　（2） V．xanthoPtera 　Caエneron ，キ イ ロ ス ズ メ バ チ 。 本種 に つ い て は これ まで 166 巣を観察し て い る。営巣場

所の 内訳 は家屋 の 軒 ／／3 巣 （68，1 ％ ），岩壁 10 巣（6．0％〉， 橋の 下面 7 巣， （4，2％ ），樹枝 4 巣 〔2．4％ ）等 の 地上の

遮蔽 き れ な い 空間の 営巣例が 134 巣 で 80．7％ を占め て い る。ま た 地上の 遮蔽 きれ た 空間 に も営巣し，家屋 の

屋根裏 15 巣（9．0％ ），樹洞 3 巣 （1．8％ ），そ の 他 の 陽隙 3巣（1．8％）の 観察例が あ る。さ らに 地下営巣 の 例が 11

巣 （6，6％ ）あっ た 。 それ ぞれ の営巣笏所に つ い て 述 べ る と次の ようで あ る 。

　（A ） 遮蔽 され で ，VS い 空間 で の営単例 。
い ずれ も開放 され た 広 い 空問を 利用 し て お り，巣全体 が 露 L』し て

い る 。 こ の た め 橋 の 下 諏 な どの営巣例以 外 で は 巣は 風 雨 に さ ら＊れ る こ とが多い 。本種 は VesPa 属 の rF で 最大

型の 巣を作る種 で ， 亘径 60cm に 達す る巣も少な くな い が ， 巣は最上端 の 巣基部 で 造巣基 と癒合 し て支え られ

て い るの み で あ る。 巣内の 個体は 外被上 の 迪常 ただ 1 個の 巣 口， ま た は そ の 附近の 外被上 を歩行 し た の ち、直

接空 中へ 飛翔す る。

　（a ） 建 築物の 外部（第 2 図）。家 蜃 の 軒 お よび橋 の 下 面 に 営 巣 し た 例。人 家，寺社 ，土 蔵 な どあ らゆ る種頂の 建造 物 の

昆 根頂 端 討 近 の 突 出部 の 下面 は 本種 の 営集 場所 と し て も っ と も普通 に 利 用 され る 。 こ れ らの 巣の 大部分は 山間の木 造家

屋 の 平滑な木板や円柱形 の 棟本 な どに と りつ け られ て い るが，コ ン ク リート壁 （2 巣）や トタ ン 板 （2 巣）， 土 壁 （3 巣 〉

お よびモ ル タル 塗 りの鮎 薦 （3巣 ）の 冽 もあっ た 。 橋 の 下 面 の 営 巣渕 で は コ ン ク リー｝橋 お よび木造 丸太僑が各 3 巣 で ，

い ずれ も水面 よ り 2．5〜15．Om の 高さに 営巣 してい た た め 直接 川水 の 影 響 を受 け る 二 とは なか っ
た 。

　（b） 岩壁 （第 3図｝。 数 10m の 切 り立 っ た 崖の 爽 出部 や採 石 易の 岩 の 下 面 に 営 巣 して い た が，砂防ダ ム の コ ン ク リ

ー｝壁の くぼ み の 内 部 に 営巣 した 巣 も含 め て 10巣 を観 察 した。

　（c） 樹 枝 （第 4 図 ）。 約 工5〜20m の ＃ さの ス ギ CryP ．to”neria 　y
’
aPonic ／a お よ び ク n マ ツ Pinus　Thunbergii の

枝 に 営 巣 し た 各 2 例 を観 寮 した。巣 は い ず れ もik ヒよ IJ ／0　m 前 、麦の 高 旅 こあ IJ　， 匿 径約 5〜15　cm の 水 平 に 伸 び た太

い 枝 を造 巣 共 として い た s 夷 4 図は 1968 年 10 月 に 和．歌 2．腺 有田 郡金屋 町 の 山 間の ス ギの 枝に 営巣 して い た もの を示

した。

　（B） 遮蔽 され た
占
湖 で の 営］M 例 。 地 上 の 遮簸され 广こ空隅お よ び 地 中の 主 洞 に 営 な まれ た 巣で ，巣 は 外部か ら

は観察 で きな い 。 太陽光は 通常巣 に 筐 し な い た め，営 巣易 所 は 暗 黒状態 とな っ て い る 。 巣内 の 個体 1よ外 被 ．L の

ただ 1 個の 巣 口 よ り外界 へ 通ず る営秉空閥へ の 出入 「1 まで歩行 し，そ こ か ら飛翔す る 。 外被 上 の巣 口 と野 外 へ 通

じ る出入 口 との 間に は通踏 が で きて，出帰巣す る 価 斜 ま触角で 探 りなが ら歩行す る。

　（a｝ 家 屋 内の 屋 根裏 （藁5図〉。人 家 や 寺社の 屋根裏内i）広い 坐間に 営巣 した 15 巣 を観 察 して い る 。 屋根裏 内部 へ

の 侵入 口 は 換気窓 （5巣〉 と壁 の 隙弼 （10巣） で，巣 の 儷俸ば そ こか ら屋根 板 や 柱 の 上 を歩 い て 営巣空 1『に 逆 す る。そ

の 矚の 歩行豊 離 は 取 丿豆 15　cin ， 最長 420　c　n で あ っ た D 営 巣活動 の 最懸 胡 1こは 通洛．E お よび侵 入 口 の 附近 に は多 数 の 早

個体が静1ヒして ， 警戒 および鵬風 を行 な う。

　（b） 樹洞 。グ ロ マ ツ （2 巣）お よび ク ロ ガ ネ モ チ IJe．： rotunda （1巣）の V・ず れ も老 樹 内の 空澗 に 営 単 し た 例 を見

て い る。ク ロ マ ツ の 励洞 内 の 工例 で は ， 胸高直径 約 ．O　cm の 1醤に おい て 地 表 よ り約 60　cm の 高 さに 縦 8Cm ，横 9Cm

の 開 口 部が あり， そ こ か ら上部 に 広が る 自然空 洞に 営 巣 して い た が，巣 は 外 部 3b は まっ く見 ら れ なか っ た 。

　（c ） 地 中空洞。11巣 を矯 察 し た が 5 巣 は 石垣 の 内側 の 土 壌 と の 接触 諏 に 生 じ た 空渦 こみ られ ， 他 の 6巣は い ずれ も

土 中の ク ロ マ ツ の 綴 が臠 西 して 生 じた 空溺を営 泉 唱所 として い た。巣 は土 ｝の礫 石 垣 ， 地 中に垂れ下 っ た 植 物 の 根 な

どに とり付け られ て い た e 巣の 佃体は 石壇 の 聞 隙 お よび 営 単 粒撒 こ通 じる 1し天 の 開 口 部よ り出帰巣 して お り， 抗道の 長

さは 12〜25cm で あ っ た。また 坑 逆 よ地 去 よ り垂因：に 営巣空』に 盛 してい るのが 1巣 で ， 他 の 9 巣 は 水 平 で あ っ た。

　（d）　その 他 e 特殊 な 営巣t； 所 として ， 地 Lに 積まれ た 長 さ 30〜50cm の 切石 の 内部 の 間隙に 営 巣 した 2巣 を鏡察 し

た。い ず れ も，高 さ 30cm ， 市 20〜30　cm の 空 間 い っ ぱ い に 巣を拡 展 して い た が ， 詳細 は観察 で きなか っ た 。

　（3） V．　si 」）tillima 　SmithJ ケ ブ カ ス ズ メ バ チ。本種 は，我 国で は 北海道 に の み 見 られ る 。 著者が弛謬し た の は

札幌 に お い て エ ゾ ィ タ ヤ Acei・コ！i“，abei の 櫃 お よび彭 韓用水路 の コ ン 列
一

膿 水門の 下面 傑 6 図） に 営

巣し 路 1 巣に と どま る． 山鞭
一工島 （私ω に よれ ば ・ ［舐 餅 LI麟 近 で観察 し 掴 種 の 喋 の 獣 き揚所の 内

訳 は家屋 の 屋根裏 （3巣）， 樹 洞 （3巣）お よび 人 家の 外壁 （1巣） で あ る とい う。 これ らの 結果 か ら， 本種 は

キ イ ロ ス ズ メ バ チ 同様遮蔽 さ れ た 空 間お よ び 遮 蔽 され て い な い 空賜の い ずれ に も官巣を 行な うこ とが 明 らか で

あ る 。

　（4） V．　irof ）　i．ca 　p　？tlchra 　R ．　duBuysson ，
ヒ メ ス ズ メ バ チ 。本種の 巣の 槻察例 は 少 な く， ユ967〜1969 年の 4 乍

間｝こ和歌 山県下 で 鍵 集 を 得 た。い ずれ も遮蔽 きれ た 空閥で 易 屋 の 間 纏 （3巣），
　 ；1） ら製 の か ご の内部 （1巣〉

と地中の 空洞 （10巣） に み られ た 。

　（a ） 家屋 の 屋 根 長。観 済 し た 3巣 の うち， 2巣 は 陽光の 殆 どゴ珪 しない 暉黒 の 易所 で あっ た 。 巣の 個休は ，換 気 窓

お よび 板量 の il冠隙か ら屋根裏 へ 入 り，垤 根 仮上 をそれ ぞれ 3m および 3．5111歩 行 して 巣 1．証 し て い た 。他 の 巣は 屋 根
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　　第 1図．地 表近い 低木の 枝の コ ガ タ ス ズ メバ チの 巣 「Fig．1．　 Nest 　of 　7岬 α α ？Lα恥 i7zsulPtris　built　in
thicket　near 　the　ground　（Oct、5， 1966，

　Kibi−eh δ
，Wakayama ＞］，

　　第 2 図．人 家 の 軒 の キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣，矢印は 前年の 廃 巣 を示 す ［Fig．2．　 Nests　of　7 ε鱒 働 鋤 π ‘妙P68rα

built　under 　the　eaves 　of 　a 　humall　bu 三lding，　 Ihe　arrow 　indieatcs　a
’
broken　nest 　of 　the　sarne 　species 　bllik

in　thc 翌rcviolls 　year （Nov ．3，1968
，
　Kibi・ch δ，　Wakayam 抽）］．

　　第 3図．突出した 岩の 下面 に と りつ け られ た キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣 ， 矢印は 螺蜂 に よっ て 棄て られ た 同種 の 初

　　　　　　　 Nest，　of 　Vespa　 xantholitei
・
a　bui｝t　under 　the　projee七lon　of 　a　rock ，　The 　arrow 　indicates其月巣 ［Fig．3・

an 　mcipien も nest 　of 　the　same 　speeges 　evacua 七ed 　by　the 　founding　female　wasp （Oet．20 ，
1968．　Kibi −ch6 ，

Wakayama ）］．
　　第 4 図．ス ギの 木 の 太 枝 lc と りつ け られた キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣 LFig．4．　 Nest　of　 Ves2m　 xanthoPtera

a もtached　to　the　bough 　of 　a　cryptomeri 乱 tree　abou も 8mhigh （Oet．25
，
1968，　Kanaya ・ch6

，　Wakayama ）］．

　　第 5図．入家の 屋根裏内の キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣 fFig．5．　 Nes 士of 　Vespα　xanthoPter α　built　in七he　 a士tics

of 　a　human 　bllilding（Nov．1，1968，　ICibi−eh6 ，Wakayama ｝1．
　　第 6図．水 路の 水 門の 下 面 に と りつ け ら れ た ケ ブ カ ス ズ メ バ チ の 巣 　［Fig．6．　 Nest　 of 　 Vespa　8擁 ε〜Z加 訛

built　under 　the　 sluice 　ga七e　 of 　a　drain（Ocも．1
，
1968，」6翅 ankei

，
　Hokkaid δ）］・
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　　第 7 図，土 中 空 洞の ヒ メ ス ズ メ バ チ の 巣 　［Fig．7．．NesL　of 　J」 espx 　t？’Ol ｝ic“ pulgh？
’
a　ill　all　underground

eaviLy （Aug ，6，1967，　Kibl −eh6 ，　Wakayama ）L
　　第 8図．納屋 の 屋 根 裏の モ ン ス ズ メ パ チの 巣　［∬ig．8．　 Nest 　of 　Yespg　crabro ，fiesvofCtscigta　built　 in　the
atties 　of 　a　storehousc （Au9 ．30

，
1968

，　Ai’ita−shi，　Wakayama ＞］．

　　第 9 図、二辷中の モ ン ス ズ メ バ チ の 巣 　［Fig．9．　 Nest　ef 　J”es／）M 　 crabro 　jiavofczscinta・in　all　 underground

cavity （Sept．15 ，19〔15，　Kib三一ch δ，　Wakay ＆m 明 ．

　　第 10図，土 中の オ オ ス ズ メ パ チ の 巣 　「Fig・IG・Kest 　of　 Fε8Pα 規 鯲 面 瞬 融 lattllineat− in　 a・n 　 undcr −

ground 　cεしvity （Nov ．27
，
1966，　Kibi −ch6 ，　XVakai，an ）a）］．

裏 内 に 積 まれ た板 材 の 先 Lm ；c巣 を と りつ けて い た が ，廃 巣 の た め出 入 冂 は 明 らか で な か っ た 。 また 営巣場所 は 直封 「1光
の 達 し ない 薄暗 い 場 所 で あ っ た 。

　（b） 土 中空 洞 （第 7 図 ）。石 垣 内部の 空洞 （3巣）お よび 地 表 に 近 い 既 存 の 狭 い 土 中空 洞 （7 巣）に 営 巣 して い た。
巣 は 空洞内に 下垂 した 植物 根 お よ び 十 1

．
トの 角礫に と り付 け ら れ て い た ．営 巣空 聞 と 地 表 の 出入 口 を 結 ぷ坑 道 の 長 さは，

3．2〜15　cm で あっ た 。

　（c ） わ ら製 か ご の 内部 。
1966年 6 月，和 歌 山 県吉 備町 に おい て 直径 50cm ，深 さ 60　cm の わ ら製の か ご 内に 営巣 した

」巣 を観察 した 。 わ ら か ご は 入 ［ の 戸 の 開放 され た ま まの 蒋璃 い 納屋 内に 地 面 よ り 2m の 高 さか ら逆 さに 吊る され て

い た。こ の わ らか ご は 入 口 が ！ihi
・
　muか ら圧 され て 長 さ 2e　cn ｝

， 巾 10　c皿 の 豫間 を作 っ て い た が ， 底の 部分 は 円形 に 保 た

れて そ こ に 巣をと り付 け て い た。メ ス パ チは納渥 の 戸 〔−iか ら飛 翔 し て わ ら か ご まで達 し，か ご の 儺 血 を歩 行 して 巣 に 達

した 。

　（5） V ．c ノ
’
abi

畠
v ．fla7’of ／as ‘　ici！a　Camcro1 上，モ ン ス ズ メ バ チ 。本種 は 44 巣 を観察 し た が ， い ずれ も直射 日光 の

到達 し ない 地上ま た は 地 丁 の 暗 い 空間力還 ばれ て い る。それ らの 営巣揚所の 内訳 は 屋根裏 （ll巣），樹洞 U 巣），

陶器製び ん の 内部 （2 巣），小 屋 内の 壁 と収納 され た稲わ らとの 間隙 （6 巣），稲わ ら 内部の 空洞 11巣）， お よ

び 土 中 空 洞 （23 巣） とな ⊃ て い る ，

ー

ー
繹

ー
蓼
匪
留

ー
謹

ー
罍
ー
ー
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　（a ＞ 屋 根裏 （第 8 図 ）。 本 例 は 11巣 を観察 したが，い ず れ も本 種 の 他 の 営 巣 場所 と異 な り巣 の 発達 に 際 して 障吉物 の

ない 広い 空 闇で あ る 。 巣 は 屋根板 また は 同種 の廃 巣 跡 に 残 っ て い る外被 の 痕事上 に と り付けられて い た 。 巣 の 個体 は 同

様 の 紛所 に 営巣す る V．　xanthoPtera や γ．〃 η が砿 な ど と同 じ く， 壁の 隔隙や風窓か ら出入 りし ， 屋根裏の 柱 や板

上 を歩行 して 営巣 空 間 に 達 す る 。 そ の 距離 は 50〜1！0c 皿 で あ っ た。

　（b） 樹洞 。 1966 年10月 稀 融 県 吉備町 に おい て胸 高 直径 28cm の ツ ブ ラ ジ イ 511磁 cuspidata の 根 もと附近 の

樹澗に 営巣中の 王巣を概察 し た 。 営 巣酒動終 了後 に 巣 を払集 した とこ ろ ， 7巣盤 を有 し最下段 の 巣盤 は地 表 よ り約 10cm

の 高 さに あ っ た。
　le） 陶器製 びん の 内部 。 和歌 山県吉温市言原に おい て 山間の 小屋 の 中に 放置 され た 高 さ 52　Cln ， 直径 34　cm ，上 端

の 開 口 部 の 内径 6Cm の ，硫 酸 を収 容 L て い た 陶羅 製び ん の 内 占βに，1967年 お よ び 1968年 の 2 年 聞，本 種 が連紘営巣

した 。 巣内の 個俸 は びん の 上 端開 口 部より出入 りし，liヨに 多 数の個 休が そ の珂 辺に 静止 して 扇 風換メ 1作業を行 な っ て い

た。

　（d＞　小屋 内 の 壁 と収納され た稲わ ら との 聞隙。 稲 わ らを収納 した小 屋 内の壁 と稲 わ ら との 聞隙 の 狭い 空闇を利 用 し

て 営巣 した 6巣をみ て い る。営 巣 」t」 ／ftの 関係 か ら各巣盤は 空 門の 形状 に 応 じて 発 達 し不 規 短形 を示 す こ とが 多 か っ た 。

巣 か ら小 屋 の 外 へ 達 す る蹟離 は 15〜40cm で あ っ た。
　また野 外 に 雛 積 され た稲 わ ら内 部の 空澗 中に 営巣 した 1例 を ユ969年 5 月和歌山県 吉備町 で 観 察 して い る。

　（e ） 地 中空 洞 （第 9 図 ）。 本 種の 地 中営巣倒 は 日本で は こ れ まで謎 録 され て い ない 。しか しなが ら 筆者 が こ れ まで に

観察 した M 巣の うち半数余 の 23 巣 は地 中の 空洞 を
’）｝巣 。痴 と して い た 。 そ れ らの 巣 の うち 2 巣は 上 中の 古い 切株 の

内部 に み られ，3巣 は 石垣 内の 土 中空 洞 に 営 巣 して お lp　
， 他 の 18 巣 が 土 中内 の 既存甕 洞 を利 用 して い た。こ れ らの 土

中巣 は 地 表 Lの 入 目 よ り営巣 空 聞 に 至 る坑 道の長 さが 3−−100　cm で あ っ た 。巣 は 他 の 冂属 の 土 中営 巣柱 、り 種類 と 同 じ

く，植物根 お よび 空洞内に突出す る石 や礫に と り付 け られ て い た。
　（6） y ．mand α rinia 　latilineata　Smith，オ オ ス ズ メ バ チ 。本種 は 31巣 を 採 オ し て い るが，い ずれ も地中（第

10図） に 営巣 し て い た 。こ の うち 25 巣 は 地 †の マ ツ 類の 根が 腐朽 し て 生 じ た 殖 洞 や ネズ ミ，
ヘ ビ な どの 小動物

の廃坑 を利 用 して い た 。他 の 6巣 は 地 表 に 近い 各種 の樹木の腐朽し た切株内の 空澗 に 見 られ た 。 本種の メ ス バ

チ は造巣時 に は 比較 的狭い 空間に 巣を作 り， 空 洞 の 天井 よ り 1・垂 し た｝1ド物根 （直径 2〜10mln ）や 礫 な どに 巣を

と り付け る。 ハ タ ラ キ バ チ の 羽 化後，巣 の 周囲の 土砂，礫お よ び植物根な ど を けず りと っ て 営巣空問 を拡瓜 す る ・

営巣蜴所 の 土質は粘質土 ， 砂土，砂壌土 お よび壌土な どさまざまで ， 大小 の礫 を多亘、に 含む場所 に も営巣 して い

た。巣 は、地表 よ り 6〜60cm の 深 さ｝こ あ り， 地表 ヒの 入 目 よ りもタ啌 間 へ 亙 る坑道 の 長 さ は 2〜50　c皿 で あ っ

t：　．．ま た坑道 の 傾斜 は 水 平坑 17巣，斜坑 7 巣お よび 垂 直坑7 巣 で あ っ た 。

1

11

1

』
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畧

巨
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ー
ー

　2．営巣場所の 方位

　第 ／l 図 は こ れ ま で に 礁認 し た VesPa 后の 5 種 の 巣に つ し丶て ， 賞巣砺所 と方61との 関係を示 し た もの で あ る 。

こ こ で は 膏 巣Jj ］「の 方位 の 半i撕 は ， 地 上 の 涯 蔽され ナ副 目の 巣お よ び ⊥囲 ：iの 巣 の 厂 合｝．｝“嵩巣空財へ 通 じ る坑道

の入 F4が 画 し て い る 方位 と し た 。 ま た 非遮 蔽空問 を 還、好す る V．．？tα nthoPtei
’
a と V ．翩 ω 薦 insularisの 2種

の 岬 石，前 占
齟
の 地．1．巣 は 常 に

一・
方ガ遮蔽 され た 空間 に 賞巣し ， そ の 方｛1：は 外被上 の 巣 の 入 口 の 方fflと一致し た 。

し か し なが ら V ，anCtgis 　 in； ularis
’1 は ，一一．・方が遮蔽 され た 劉間 に 営巣し た 割合 は 25 ％ （2e／8e）で，その 他 の

巣 は 地表 に 近 い 草 木 の 茂 み の 中に 営 巣 され て い た た め営朱空団の 力位の ｝ij断は iオ難 な の で，他 の 遮蔽 F間選好種

と同 じ よ うに 巣 の 外歓 ヒに あ る 入 IIが 廁し て い る方位 を採用 し た 。

　第11図か らは い ずれ の 種 に つ い て も営単 ．籾 〒とプ7位 との 問 に 畠 抜 な 関係 は み られ な い 。こ の こ とか ら営巣易所

の 激 択 に 際 し て V θ∫餌 縞 の メ ス バ チ は 守オ（1953）bS　Polistes　cJzinenyis 　antennalis で 季
”
P摘し た よ うな特定方位

に あ る営巣当間 の 選 女】ば 行 、
ホ わ な い と 考 え られ る。ま た Sakagami ＆ Fukushima（1957）は V．‘ア

ー
oρ磁 μ 励  

が 日オ産 の 他 の VesPa と 異 な り南面 の 地目に
バ

単す る と述べ て い るが，筆者の 「1種 の Tv．一二例か らは 硫廴 で きな

か っ た 。

　3・営巣場所の 地表 面 よ りの 高さ また は深 さ

　V．aitalis 豌 5 祕 α 海 5，　 V ．　xanthoptera ，　V ，　o 厂 ab 厂 o ．ノ7‘τ u （ゾ碍 蕊 α’α
，
1・「．アπ 翻 4 αプゴη16‘ お よび 玖 〃

1
θグ‘ a 　pulchア

ー
a

の 5 種 に つ い て 地表 画 よ り巣の と りつ け られ て い る錫 所 まで の 高 さ （地下巣，V
’
は 深 さ）を 可 亘距雋匡で 示

．
すと第工2

図の よ うで あ る。 V ，　 anaZis
’inszt／aris の巣はす べ て 空中巣で 地表 よ り 28　Cm 〜6m の 高 さに み られ た。こ の うち

本種 の 営巣毎り1とし て 壱逼 に み られ る 草木 の 枝 の 観合 に は ， も っ とも「、
、・畄巣腸所て 約 3m で あ っ た が ／m 以

内の 高 さに 6エ．9％ の 巣が 分布 し て い た。一・方，参斥 の 軒 や 是　 の／、“ 　2〜6n 〕 の 比 丁狡的高所 と な っ て い る。

V，x α nthoPtei
‘
a の 易合，罕中巣 で は 樹洞中に 営労し た地 Lより 0．6m の 両 さの 巣 が も一

フ と も低 い 。 しか し な が

ら本種の営巣場所と し て遡通 に み られ る遮薇され て い rSL 論 ｝の巣で 伝，　JJ　t
’
　k り 2．1m の 高 さが 葺 低 で ，2〜

7m の 焉 さに 多 くの 巣が 分布 して い た 。 10　m 以 上 の 高所 の 巣 は勧収 や お鷲 に 埋、られ ，もっ と も高い 営巣勘所 は約

工50m の 臣 の 中人 に 近 い 約 70m の 1、．iさに 営まれ た 巣 で あ っ た 。 ま た 地 il 巣 で は 地氏而 よ り 8〜23　cm の 浅 い

部分に 営q
’・し て い ん。V．‘

・
f
・
a．bi・o　．f7awofasciata　lj空中巣1 仕 11鋭是より 0、3〜3．5M の i厂］さ に 賞巣し て い た g

ま た地中巣は地表 よ り 4〜60cm の 深 さに 分布して い た 。
　 V．　 iPiancl τr

『
〃ia ぽ ］べ て 癌中巣 で あ っ t［が ア そ の 深

きは 地 表 よ り 6〜60cm で あ っ た 。
　U．　 n

・
o／）icct　f」uJcltra 　e・； 等

・P［集 て は 池 s よ り 2〜n　5　m の ，i　iさで ， ⊥囲 巣で

は 地表 よ り 5〜22cm の 深 さ に 営巣，し て い た 。
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　　第 U 図．Ve81m 属の 営巣 場所 の 方 位 の 分 布

［Fig．　 U ．　Distribution　of 　七he　 dh−eetions
t・ whi ・h　 7espa　 nestB 　 face｝． 1 ・ t・・pica
pulchrα，2： ” uα nd α rゼni α 1αtitinentQ，3 ： c7 α加 o

Ptavofasciatα
，

4 ： α vealis 伽 8掘猛廟 ， 5 ： xan −
thoptera ．

　 rn

聖・。k

lll饕
羣

O ：斗仁．一所寮　　1π　〔open 　site〕

● ：廴 疲 空 閻 〔concealed 　si 朗

　 　 　 xanthoptera 　　analis 　　　　cr 己bro　　　　　　　tτ・C国pica　　　mandarinia

　 　 　 　 　 　 　 insutaris　 flav。fasciata　 pulehra　 ］atillneata

　　第 12 図，7 ε柳 ω 属 の 巣 の 地表 面 か らの 距 離 の 分布

および外 被の 型 ［Fig．12．　 Frequeney 　d．istribu七三〇n 　of

dist・ances 　of 　nests 　from　the 即 ound 　s［trface 　in　several
Vespα spec ｛es

，　and もypes　of　envelope 　in且ve 　speeies ］．

ー
響

鬣
韜

韮

霎

応
昏
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ー
ー

『

肚 の 褓 か 蟶 1襖 爛 し て は・y ・脚 師 跏 が 醵 場 所 の 面 さに 砿 い 融麗 を 骸 て ・・るが y 。 吻
属 幅 っ と 縞 所 腿 好 し V … tna ／is　insula．ris，　 V．　crttbr ・’．17aw・f 、zsciata 　｝s よび γ．彫 ’。 。 嫉 劬 で は地 表 に

近 い 部分 に 巣が営 まれ，特に v ．analis 　insula．ri．s に お い て 顕著 で あ る 。 また ，地 中に 嵐巣す る v ．．’＝・inthoptera ，

V ・crabro 　」7awofasciata．，　 V ・troPica 　Ptclehra お よ び V ．　ma ，nda ．」’inia の 4 種で は ，い ずれ も巣 は 地表 よ り
6e　cm 以内の 比較的浅 い 部分に 営まれ て お り， 相違 はみ られ な か っ た 。

　4．造巣場所の 再利 用

温帯地域 に お け る V … i・a の 鰈 1鋤 は す べ て 1 報 りで あ る （Whe ・1・r ， 1923，　 Sp ，adb ，，y，　 ／965）e し た が

っ て 巣は鰰 三魏 1きれ ・　 ff・・IJJ・la・k だ 堪 の 藪 メ ス バ チ に よ っ て 創謎 れ る．ア シ ナ ガ バ チ ！v，　P 。gist。， で は 前
年 の 巣 を ［悧 机 た 例が 孛冊 きれ て い るが 佶 川 ， 1959），V ・・f・a で は そ うし た 佛 颯 宗 され て い な い 。し か し
なが ら同一場所 に ，翌 年ま た は 年を隔 て て

， 同
一

種 また
，aSL種 の 1・Jespc τ が営巣す る例が時 々 み られ る 。

い くつ

か の 観鼻 こ例 を示す と次 の よ うで あ る、，

　V ．analis 　ins〜面 痒 ∫ の 揚合。本種に 関 し て は た だ i 例 の み 観
’
t し て い る。す な わ ち 1968 年 6 月 8 日，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 和歌

螺 郁 郡金屋町」・六川｝こわ い て 雌 の 肩部の 下 1匝 諜 し ナ・本種の 巣 醗 見｝綾 し た ． この巣 は LA．fS・2．　6mm の

種名不詳の蔓草 の 1 種 に 附君 し て お り，23 育房 を もつ ハ タ ラ キ バ チ 羽 化前 の 巣で あ っ た 。

　　翌年 6凡 前年の営巣蛎所 か ら 5cm 離 れ た植物根 に ， 冉 び 同 種 の メ ス バ チ が 巣 を作っ た が，ハ タ ラ キ バ チ

の 羽化灘 亡失して ・麟 と な っ た ・こ の 例 で は ， 前午 の 巣は ハ タ ラキ ・・チ 羽化前 こ採集 され て い るの で ， 翌 年
造巣 した メ ス バ チ は 池 の 巣 か ら発 生 し た 酬 で あ る．した が っ て た また ま蝶 場所嫐 樋 な環境の た め同

一’4，．i
所が 選 ば れ た例 と者 え られ る。

　V．xanthoptera の場合。本種 の もっ と も普通 の 営巣場所 で J＞る家 屋 の軒先で は 同
．一

場所 が 再利用 され る例 は

少 な くな い 。凋 査 した 67 ケ 所 の うち ， 同一［号所を 2 同以」利月1し た例は，〕6 ケ 所 で 見 られ て い る 。 こ の うち 7
回以上 に わ た っ て 利用 し た 例 を見 る と次 の よ うで あ る 。

　（a ） 和 歌 山県 日 高郡由良町 の 山恥の 農家で は ，木造 家 屋 の 高 さ約 7m の 軒先 に おい て ，棟木 また は そ の 附近 の 50cm
以 内の 野 地 板上 ic， ］955〜1968脅三の 14年 閥 に ，ほ ぼ 隔年 ご とに 木種 が 8 回 愚巣 し た 。巣 は 営巣汗 勧 を終 えた冬の 周に ，

毎 年取 り去 られ た が 月 目巣 跡 か そ の 附 近 に ∬ び 新 し くとり付 け られ た。

　（b）　和 歌 山県 育田郡吉備町 吉晃 の arldの 寺 に おい て も尸南 お よ び北 に 面 し た 同 じ屋 甲の 両 頂端 附近 の 野地 板 に ，／968
年 まで に そ れぞ れ 7 回以 上 に わた っ て 1 種の 営巣が 行な われ て い る。そ の うちの 各 3E「leabJま っ た く間一

拶 訴に 廃 巣 基

部を造巣基 と し て 新 しい 巣 が と り付 け ⊃ れ て い た。

汝
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」
　
芸

ζ

ド

‘

掌

　また岩 壁 に 造巣 し た 巣の 揚合に も同様 な 例が み られ て い る。和 歌1．Ll県有田 郡金屋 町下 六 川 に お い て，高 さ 20　m の 岩

壁の 上端 に おい て ，
1966 年および 1967 年 の 2年 問 ， 前年の 廃巣に 隣接 して，あ らた に 巣 が と り付 け られ た 例 を同時 に

2 ケ所で 観察 した。
　以上 に 述べ た例 は ， い ずれ も創設 メ ス パ チ に よ っ て 同一

勃所 が利 用 され た もの で あ るが，下 記 の 剛 は 同種 の ハ タ ラ キ

バ チ の 集 団 が移 住 し て あ らた に 巣 を作 っ た 際 に 前年の 冂種の 廃巣泌 を利 用 し た もの で ある。

　（c ）　和歌 山県 有田郡 吉備 町吉 咆に お い て 1964年に 入家の 斬 （高 さ 7m ｝に 作 っ た 乗 を営巣濃動終了 後に 巣の 甚部 よ

り除去した 。翌 1965 年 8 月 に他 か ら同 種 の ハ タ ラ キ バ チの 集 団 （個体 数 は 不 励 が 飛 来，移往 し て，前 年の 営 巣場所

と まっ た く同 じ位麗に あ らた に 巣 の 建設 を行 な っ た 。

V ．crabro 　flavofasciatctの 場合 。 本種 も同
一

場所 を しば しば営巣矯所 と し て 利用す る。 こ れ ま で に 観察し た

33 ケ 所の うち，　6 ケ 所 に お い て そ の 琶 を見 て い る。すな わ ち屡根裏 （2 ケ所），　小屋内の 壁 と稲 わらとの 問隙

（1 ケ所）， 陶器製空 び ん 内部 （1ケ 所） お よび土中空洞 （2 ケ 所）で あ る
。

こ の うち同一栃所 を 4 回以上 に わ た

っ て 利用 し た 例 を示す と次 の よ うで あ る 。

　（a ） 和 歌山県海草郡 下津町 ｝こお い て 凵1間 の柑橘園内に 建て られ た 木造の 小 屋 の 屋 根 裏 に ，ユ963 年 よ り 1967 年 の

間，毎 年 連続 し て 5 口の 営巣 が み られ た 。こ の う ち 1965 年 は，前年の 廃巣 を簸去 しな か っ たた め，約 50　cm 離 れた 屋

根板 に 巣をと りつ け た が 」 他の 年 は ま っ た く同一場所 に 前年の廃巣跡 を利用 して 巣 を建 設 した 。玉967年に 営 巣 し た 巣 は

7 月 28 目 に ハ タ ラキ バ チに ょ っ て 農 薬液が搬入 され，巣は 営巣 途 中で 廃 絶 した が ， 他 の 年は い ずれ も新 メ ス パ チ およ

び オ ス バ チ が養育 され た ．19闘 ず に は V，Cl
−
abro ．．fiawofa∫eiata は 造 巣 しなか っ た が，夏 季 に y ．　xanthoPtera

が 集 団移 盤 して ， 前年 まで の V．crabi
．
o 　．fiawoftlsciata廃弟 亦に 巣 を建設 し漸 メ ス パ チ お よび オ ス パ チ を養育した 。

　（b） 和 歌LI．i県 ig
’
　Lil郡 湯浅 町 田 村に おい て 林 縁 の ユ ズ リ ハ DaPhiZ’ipho，llum　fiza，cropodum の 樹下 の 土 中空 洞 に p1964

〜1968年の 悶に，1967年を除 い て 4 口 の 営巣がみ られた 。 この 聖洞 は地 表 よ り 25cm の 深 さに あ り．縦 35　cm ，横

22cm ， 高 さ 40　cm の 既存空洞で あ っ た 。1964 年 お よび 1965 年 に おい て は こ の 空洞 は長 さ 100 　cm の 水 平坑道 を経

て 地 表に 通 じ て い た。19．　65 年の 営巣 活動．1冬了後に 坑道を破壇 し て 誉巣状 態 を調 ぺ た とこ ろ， 1964 年の 巣 と 1965 年 に

営 な まれ た巣 の 2 個 が併存 して い るの を認 め た 。巣の 発掘 後 両 廃 巣 をrf去 し坑道 を狎 め て 空 洞 の み を 放 置 して おい た

と こ ろ，翌 年の 1966 年 お よ び 1年 隔て た L968 年に 「丁々 度，冂じ空洞 を利 用 して 同種 が営 巣 した 。 こ の 時の 巣の 出入 口

は 空洞 の 入 口 を利 用 してい た。

　以上 に 述 べ た 造巣揚所 の 再 利 用 に つ い て 次の 3 つ の 場合が考 え られ ， （a ）前年 同場所の 巣よ り発生 し た メ ス

バ チ が越 冬後再 び 同毒
・
所 に 戻 っ て 営巣を繰返 す↓・r合 ，   他の 巣 て 発生 し た メ ス バ チ も含 めて r

“
」　Ptの 引巣跡 を 選

り好 み す る 場合，お よび V ．a7ia ／is 廊 ♂面 ガ 5 で 示 し た 例 の 如 く， （C ）前年 ま で の 営巣の 有無 よりも， た ま た ま

好適 な 営巣勘所 と し て メ ス バ チ が 遥 ぶ 易合が 考え られ る。  の 例 に つ い て は 1） obste ．s （Deleurance，／957）お

よび V ・ ・f） ula （Wal ・echt ， 1958） に つ い て知 られ て 1
・

・ るが，」漣 の V ．　 ・t ・ nihoPtera お よび V ・… 勧 釦 ・・
−

fClscittttlに み られ ttt前年 の 廃巣助の 利唱例 も営巣場所 の 選 択の 際 　同 緯 ま た は 具 種 の 富集跡が 主 要な 役割を果

し た 結果 と7』え られ る。

雪

　5・近 接 した場所 にお け る 同種 お よび 異種間の 巣の 分 布

　Ilespα 属 の ハ チ 類 は行動範囲が 広 く，営巣紡所 も多岐 に わ た るが ，　 骸 ．個体数 は多くな い た め一宅地域に

分布 して 1、・ る 巣 の 数は 少 な く， 相 互 に 」「離 を 隔て て い る場
∠

1 が多い 。　
一
方 ， 以 下 に 述 べ る 1　i］の よ うに ， ［v 」種 ま た

は 異種 力 抄 め て 近 払 し 广湯 所 に 脚 、∫に 営巣し ， そ れ ぞれ の 巣の 佃俸の 揖動範国が互い に 重複 し て い 7 とる え られ

る揚合 もあ る。

t

　 （／）　 同種閥の 近接巣。
　 V ．a：anthoptei

’
a の 例。

　 （a｝　 1964 年 10月 10 日 ，和 1款ll［「毛

有 田 郡 五 屋 町 長 谷川 に おい て，石 亅こ内 部の ゴ ｛コ に本 移 の 営 巣 を、L、め た が，同時と
に

約 20m 離 れ た 高 さ約 6m の 納屋 の 軒下 に も同種の 巣を四察 した 。い ず れ の 巣 も既 に メ ス パ チ を失 な っ て い た が ， 後者

の 巣は ハ タ ラ キ パ チが他 か ら移住 し て 巣 を建 設 した もの で あ っ た 、、

　（b）　19．　S5 年 7 月，和 歌山 県有 田郡吉備町 吉見に おい て ， 地 上 よ り 5m の 高 さの 小屋 の 軒 に，営巣中の 大型 の 1巣 （A

巣）を発見した 。 この 巣 を中心 に し て
， 半径 300m 以 内の 下地 に は，合計 4 徊 の 「1税 の 巣 が み £⊃れ た 。す なわ ち，北

に 約 300m 離 れ た 寺 の 屋 棋 に 大 型 の 1巣 （B 巣〉が あ り， まナ 南 西の 方角 に 約 ユ50m 断 れた 入家の 軒に も， 7月 中に

他 か ケ 移 住 し て 新 し く建 敵 され た 1巣 （C栄）が み
’
，れ ， さらに 酉 の 方 角に は 約 20ml ！

．
：れ た iD に 1巣 （D巣 〉が凱 察

され た 、、こσ）う ち営 巣 活動 を まっ と うした の は A ，B の 2巣 で ，　 C 巣 は 幻 月 に U ．〃 i・a7rd α i
’inia の 攻 ：

「
1を 受 け て 全減

し ， D 集 は 人 間の 手 に よっ て 栄 rrをふ さがれ て猷 匸 した 。

　 v ．analis 　in，sz‘lat・f．T の 例。

　 （a ） 1965 年 8 月 29 日，不献 由県右田 郡 託，｛が ∫田 殿 の ［「1「1に おい て ，甲
1F

よ り0．6m の 尚 さの ヒ サ カ キ の 枝 に 転 単中

の 本匯 の 1 巣 （A 菊 　と，そ こ カ　｝ 約 6m 離 れ たカ キ 杓 の 地 Lよ IJ　 25 　．n の 拐 さに 誉 栄 ｛の 冂種 の 1 某 （B果 ）を俣

察 し た 。丁・1〕巣 と もYdT 　 il闇 こL直径 16cn／ の 正 　に 発 遣 し t　
t ・で あ っ た が ， 9 月 IGM ，雨 「 se 　nlm を と もな う 含 風 廴9

9 冫接 近 に よ IO，どt き

〕

’ 广
の 　韻 よ リハき塩 ビ流され た D こ の うち Ab の 佃 ！iヒま

〒
」亅に 象 ま一） て 旺び巣 を建 設 した D

　〔b） IJ65 年 7 月 7 臨 和孜 山県 有円 郡吉偏 1｛」，∫
！に おい て，　 ri［「

．
iの 、璽雨 に よ り地 上 に 落 ドした 廴Vl 巳 を含む本砿
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の 初期巣を発見 した。建設 メ ス バ チは み られ ず，巣 は トビ イロ ウ
’
ア リの 攻撃 を受けて い た た め 採集 し た 。 2週 聞後 に 同

揚所 よ り 6m 離iれ た コ ナ ラ の 枝 に も同種 の 営巣 活 動 中 の 1巣 を発 見 した。

　（c） 1968 年 6 月 4H
， 和 歌出県有田 郡 吉備町 田殿 に おい て ， 地 上 よ り 30　Cm の 高 さの ア ラカ シ の枝 に 営巣中の 1

巣 とと もに ， 約 3m 離 れ た 地 上 よ り 30　c皿 の 高 さ の エ ノ キ の 枝 に も同 種 の 1巣 を発 見 し た 。 し か しなが ら 6 月11日 に

暴風 雨が あ り， 前者 は 地 上 に落下 して 建設 メ ス バ チ は 亡 失 した。後老 の 巣 は 7 月．上旬 に な っ て 原 因 不 明の ま ま地上 に 落

下 して 全 滅 し て い る の を認 め た 。

　V．crab7
・
o 伽 砌 裁5磁 魏 の 冽。1955年 7月 15 臼 ， 和歌山県海草郡下津 町 に おい て，柑橘 園内の 小屋 の 内部 に 積

まれ た 稲 わ ら と板 壁 との 間 に 営巣 中の 本種 の 1巣 を認め た。同時 に 同 じ小 屋の 天井裏 に も営巣 して い る 同種の 1 巣を発

見 した 。 前者 は 発見 後 よ り巣の 痼体数 は漸減 し て 8 月 中旬 に は廃 巣 とな っ たが，後者 で は 営 巣 活動 を ま っ とう した。
　 V．tropica 　Pulchra の 例 e　 1968年 6 月 12 ［9 ， 和歌山県 有田郡吉備町 田殿 に おい て ， 柑橘園の 石垣 内部の 土 中？＝

澗 に，相 互 に lm を隔 て て ， 本 種 の メ ス バ チが単 独 で 営巣 中 の 2巣 を発 見 した。 こ れ らの 巣 は い ず れ もハ タ ラ キバ チ

の 羽化 前に 採集 した た め ， その 後の 巣 の 経 過は 観察 で きなか っ た 。

　Y ．mandarinia 　latilineataの 例。本種の 揚含，も っ と も近 接 して 営欒 して い た 例 は，萋966 年 11 月 厂 和 歌山県 有

田郡吉備町 奥で 観察 した 2 巣で 、 その 距離 は 直線で 約 300　rn で あ っ た。両墜 と も 11 月 下 旬 まで 営 巣 活動 を続 けた。
　（2）　異種間の 近接巣 。

　1967 年 8 月 15 日，和 歌 山県 海草 郡 下津 町 に おい て，雑 木 林 に 隣接 す る柑 橘 園 内 の 納 屋 の 屋 根 裏 内 に 嘗 巣 中 の V ．
xanthoptera の 1巣を認 め た 。 巣 の 個体 は巣 か ら 1m 離 れ た換気窓 よ り 出入 りして い たが ♪ こ の換 気窓 よ り 3m 直

下 の 石 垣 内に，y．　 crabro 　flavofasciataが営 巣 し て い た 。 さらに こ の 小屋 よ り約 10　m 離 れ た 藪の 中の 地 表 」二 30　cm

に V．analis 　insu．！aris の 大 型 の 1 巣 が 見 られ た 。す なわ ち，小 屋 を 中心 に し て 10　m 以 内に 3種の VesPa が J そ

れ ぞ れ営巣空間を異 に して ， 営巣 して い た。

　以上 に 述べ た よ うな，同種 お よび 異 種間 の 近接巣 に お い て，棚 互 の 巣，の 個体問に 劇妾の 干 渉行 動 は認 め られ な

か っ た 。 また 近接営巣 の 原因 に つ い て は，そ れ らの現象 が 同じ場所で 毎年観察され る場合 は殆 ど な い こ と か ら，
同種異種 を問わ ず，同じ年に た また ま各巣が 同

一地域 に 近接し て営巣 され た た め と考 え られ る。

考 　 察　 と　 結　 論

　本稿 で は 財 確 の 6種 の VesPa を 取 り扱 っ た が，著者 の 未観 察 種 の V．　dybowskii に つ い て は Sakagam量

＆ Fukushima （1957）の 報告1こ記 きれ て い る。 こ れ ら7 種の H 本産 の VesPa の ほ か， 1969 年 に 著者が 台湾 に

お い て 観察 し た 5 種の 営巣場浙 も加 え て ，Vesp σ 属 10−g ，4 亜 種 の 営巣揚所 を ま とめ る と第 3 表 の 通 りで あ る。

　種 に よ っ て は 調査数が充分で な い もの もあ るが ，こ れ ま で の 調査結果か ら判断 す る と Vespa　maの営巣場所は

（1）地上 の 遮蔽 され て い な い 空間 と （2）遮蔽 され て い る空間 とに 大別 で きる。 後者 は き らに 地 上 の 空 問 お よび

地下の 空洞 IC区分 きれ うる 。 それ ぞれ の 選択傾向を 日本産 の 各種 に つ い て み る と次の よ うに な る 。

　地上 の 遮蔽 され て い な い 空間に 営巣 す る 種 と し て は V ．朋 ‘漉 5 諮 z面 廊 ，U ．．ranthoptera 　tiよ び 玩 5 ガ漉 μ伽 α

の 3種 が あげ られ る 。 こ の うち V．anali ．s 醜 5 認α 2
・ε∫ は 常 に 地上 の 遮蔽 され て い な い 空 間 を 選 好 し て い る 。

y ．analis は東南 ア ジ ア に 広 く分布 し ， 多数 の 亜種 に 分類 され て い る が，　 Van 　der　Vecht （jg57） に よれ ば本種

第 1 表，日本産および台湾 ス ズ メ バ チ属（Vespa ）ハ チ 類の営 巣 場所
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E

垂
導

撃正

ー

は 常 に 遮蔽 され て い な い 空闘に 営巣し ，

一
般 に 木の 枝 を選好 す る と述 べ て い ろ。 坂上 （私信） に よ れ ば，彼が観

察し た ボ ル ネ オ に お け る 2 巣 ，
マ ラ ヤ に お け る 1巣 も， と もに 樹枝官穿 で あ っ た とい う。

一
方 V．xanthoptera

で は 8 ．7 ％ の 巣が 地上 の 遮蔽 され て い な い 竺 問 に 見 られ た もの の ，地上 お よび 地1・の 広狭 い ずれ の 遮蔽 さ れ

た 空間 に も営巣して わ り， 日本産 の VesPa 中，営巣揚所の 選択 に もっ と も融通性を備 え て い る。両種 は 営巣空

闘に 差異がみ られ y ，analis 　insularisは 地 表 に 近 L・｝i．．木 の 枝 茎 に もっ と も 普 通 に 営巣 し て い るが，　 V ．

．＝ anthoptera で は 地表 か ら離 れ た 家屋 の 蒔 を 選 好 して い る。樹 上 営巣 は V ．　xa ．ntltOPtel ・
a．に も見 られ るが，こ

の 揚 合 も V ．ana ．lis　 insularis と異 な り， 10　m 以上 の 高い 檎の 太枝を 利用 し て お り，地 表 に 近い 草木の 細枝に

営巣す る V ．analis 　inSitlarisと対 照的 で あ る 。

　遮蔽され た 空間 を 選 好 す る種 に は，V 、　 tf・opica
？
）ttlchT

・
a．　V ．　crabro 　flavofasciα ta，　 V ．　mand α rinia ，

　V ．

5ifnillim α お よび V ．　drvbowsfeiiの 5種 が あ げ られ る。 こ の うち，常 に 遮 蔽 され た圭 閻 に 営巣 す る種類 は V ．

tropica 　pulchra，　V．　Ci −abro 　fiavofasciata　t’s よび V，　maizdarinia の 3種で，前 2種 1ま地」二お よ び 地中の 広狭い

ずれ の 空間 に も営巣す る が， V．　 mafidarinia は常 に 地 中の狭 い 空 洞 を 利用 す る 。
　v ，　tropica に 関 し て は，東南 ア

ジ ア に 広 く分布して い る各可種と も， も っ ぱ ら遮蔽 きれ た 空聞 を 選好 し，粒」洞 や 屋枦裏 な どに 賃巣 す る こ とが 知

られ て い る （Bequaert」］936： Van　der　Vecht，1957）。 これ ら3種 の地 中の営巣翠所 は ほ と7 ．ど共通 し て い るが，
メ ス バ チ の造巣開始時期 が 異 な 1

），V ，　tna7tclai
’
i17zia

−V「．　 crabr ・　．17a
’
vofasciaia

−V ，　 troPica 　P ・・，lchraの kl百o（、

それ ぞ れ 約 1 ケ 月つ つ 遅 れ て い る （Matsuura，1969）。し た が っ て ， 同一の 営巣ゴ
B
所 を め ぐっ て 種問 の 争い は生 じ

な い 。 な お 日 オ産の V．　crabro 　」7az・roj
’
ascia ．ta の営巣場所 と して 草木 の 枝 を あ げて い る報乞 は 多い が （吉 ma，1950；

岡 田 ， 1960；鈴木 ら， ⊥96／ な ど），i司時 に 示 され て い る巣の 図か ら判断
一
ずる と，す べ て V ．　anagis 　insrtlarisの

誤認 で あ っ て V．crabro 　flavofasciataで は な い 。 し か しな が ら， ヨ ー ロ
ッ パ に お け る 別 齏 種 V ．　 crabro

gerlnanica で は 多数 の 遽蔽 され た 空間 の 記録（Ormerod， ／868； Janet，1905； 1）uncan ，
　 1931 ；Bltithgen，　 1961 お

よび Kemper ＆ DUhring ） と と もに ， 野外 の 木 の 枝 （Saussure， ／853） も報告 され て い る 。

　 営巣妬所 と巣の外部形態，と くに 外被 に つ い て 各種 を 比較す る と次の 1ハ1係が認 め られ る。上也 Lの 遮蔽 され て

い な い 盈間 を 選好 す る V ．anct ／is　insularisと y ．　xanthopte ア
ー
a の 2 種で は，外 被 は 密 に 発達 し た介殻状 の 空

室 で 構成 され ， 各巣盤 を完全 に 被護 し て い る 。 と くに 巣の 底部に お い て もっ と も発逢し て お り γ．xantheptera

の 場合 に は ， 外被 は 9〜10cm 厚 さの 例が普通 で あ る。 また ， こ の 2 種 の 巣は外被側画 r一最小限 の 丿g ききの 1個
の 出入 口 を舗 え て い る eV ．　xantltoptei

・
tt は地 上 お よび 地 中の 遮 蔽 され た 空 聞に 営巣 し た場合 に も巣の 外 部形態

に 基本的 に は 変化 は な く， 次 に 述 べ る 常 に 遞 蔽され た 空間 に 営巣す る種類 の 巣と外被 の 形態 を異 に し て い る 。

こ の こ とは V
’
．　xant ’hoptera が ， 元来 ， 非遮蔽空間 を利場す る種 に 属 し て い る こ とを示 す もの と 考 え ら れ

る
。

　筆者の 台湾 に お け る樹上 営巣性 の 3種 の Ves∫pa の 観 察 （V ．　 analis 　 f）ara ／lela，　 V 魂 ∬擁 5 ‘｛が頭 5 お よび V ．

basali．s） に お い て も， い ずれ も外被は巣盤全体を被護し て い た こ とか ら，　 VcesPaで は ， 非遮蔽 エ 閂 に 営巣す る

種 で は ， 外被 は 常 に 穿盤全件をお お うと考 え られ る ，

　
一

方，常に 遮蔽 され た 地上 ま た は 地中空間 を選 好 す る V ．iroPica ♪ze！chra ，　 V．　 crabro 　．i7avofasciata お よ

び V ．tnandarinia 　latil’i7zeatα の 3 種 で は 外被 は 簡略で ， セ
気室 は 大卯化し1 しば しば ！

〜2 枚 の薄版状を ：E

1

［Table 　L　　可 es もing　Sites　of 　the　genus 　Ve6pa　in　Japal〕 and 　IForniosaコ，

遮 蔽 空 聞 ［C。 vered 　plaeeユ

空 中 巣 ［Aerial　 ne8t ］

屋 根 裏　　　 樹 　洞 　　　　そ の 他

匸Atticsコ　 ［Hollow 　tree ユ　［  ther 　sites ］
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石 垣 下空 洞 ［Caviもy 地 中空 洞 ［Under「　観察 集 数 ［lo七al
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2）高 松 （1949）， 坂 上 ・福島 （1957b）お よび福 Fj（私信 ）に よ る ［After田aka 皿 a 愀 1 （1949＞，　Sakagami
　 ＆ ffukushima（1957b ）and 　ffulcushima（personal　communeiation ＞］。
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し て 円筒形 に 巣盤 を と り囲むが ， 最下段 の 巣盤 は 常 に 露出 し て 巣盤全体を完全 に被謎す る こ と は な い 。 これ ら 3
種 の 巣の 個体は 巣の 底部の 外被の 開 口 部を出入 口 と し て 利用 し ， 非遮蔽空間選好種 に み られ る よ うな 外被上 の

出入 口 を費 け な い の が普通 で あ る 。 V．　 crabro 　fiaz，ofasciata で は 営巣空聞の 広狭 に よ り外被 の 発 達程度 に 差異

が み られ ， 屋根裏 な どの 広 い 空間 に 営巣 し た 場合 は 営巣後期 に な っ て 介澱状 の 空気室が発達 し て 巣盤 の 側面 を

覆 うよ うに な る が ， Duncan （1939＞が別亜種 y．　crabro 　9errnanica に つ い て指摘 した よ うな 外被が巣盤全体を

被護 した 巣 は こ れ まで 観察 し て い な い 。

　V ．similliina お よび d“
，bowskii の 2 種 icつ い て は観察例が 少 な い が，　 y．．sifniliinta の 場含に は こ れ まで 観

察 きれ て い る 9巣 は ， 遮蔽空間お よび 非遮蔽空間 の い ずれ に も営巣例があ り， Y．．＝ anthoptera に み られ る如 く

い ずれ の 場合 に も外被は 巣盤 を完全 に 被護 し て い る。v ，　dybowskii に つ い て も，福島 （私信）に よれ ば ， 外被
は 常 に 巣盤全体 を覆 うと い う。し た が っ て こ の 両 種 は 元 来，非遮 蔽空間 の 営巣種 に 属 す る もの と推察 され る。

　は じ め に 述 べ た よ うに ス ズ メ バ チ用：科 （Vespinae） に 属 す る Vespula，1）olichozTesf ）uta お よび Vespa の 3属
の うち ， Vespt｛la お よ び D 読 酌 o駕 ∫ρ認α の 2 属 は営巣場所 に 関 し て 前者 は 主 と して 地中営巣性 で あり， 後者

は 空 中告巣性 で あ る と い う generic　 character が 認 め られ て い る。

　VesPall関 し て は，本稿 で 述 べ た よ うに ，営巣痂所 は 多様で 地 中お よ び 空中の い ず れ に も見 られ た。し か し な

が ら，遮藪生聞 と非這蔽空 聞 に 大別 し た時，speci丘c 　character が 認 め られ ，各 種 と もい ずれ か の グ ル ープ に 属

す る傾向が あ り，両者門 の 巣 の 外部形態 に も桾違 が み られ て い る （詳 し くは 別稿 未発表）。Vespidaeの 営巣の 場

所 に 関 す る 従来 の 謳録 か ら判断 す る と ， 地 上 ま た は 空中営巣性 の 種が 大部分 で ，土 中 へ の 営巣習性 は Vespinae

に お い て 初 め て 現わ れ て い る。また ， 土申巣 の 場合に は ， 巣 の 発達に と もな っ て ，営巣塑問の 拡張作業を必 要 と

し て い る．こ うし た 土中営巣お よび営巣空間 の 肱張習性 は，Vespinat め営巣場 沂の 遥好習
II
生の 分！匕を論じ る場

合 に 興味 深 い 問題 を 含 ん で い る が，こ れ らの 点 に 関 し て は Vespinae 各種 に つ い て の 資料が な お 充分 で な い の

で ，今後の 栓対 を要 す る 問題 で あ る。

摘 要

　本稿 で は ， 日本産 の ス ズ メ バ チ 属 （Vespa） ハ チ 類 6 種 に つ い て ， 19． d 年以来観篆 し た 350 巣の 記録 を と り

ま とめ た 。

　1．Vespaで は 種 に よ っ て 営巣場所 に 一定 の 選好頗向が み られ，士也上の非遮蔽空両を選好す る種類 と地上 また

は地下の 遮蔽空間 を 選好す る種類に 区別で きた。

　2，非遮蔽空間を選好す る種類は y ．a．nag
’
s　 iilsuZarisと V．： anthopter α の 2種 で あ っ た 、 肯ij者 は 常 に 非蔽

空間 に 営巣し，86、0％ （74／86）の 巣は 地表に 近 い 草木 の 陵また は 茎iceeを 、典け た。後者の y ．．xanlhopt ’
era で

は 80．7％ （134／166）の 巣が 非遮蔽空門 に み られ ， 68．1％ （113／166｝ の 巣 は 建〜簀物 の 外部 に 営巣し て い た。ま

た 19．　3％ （32／166）の 巣 は地上また は 地中 の 遮蔽 きれた 空間に 営巣し て お り，邦産 Vespa 中， 営巣場所の 選

択 に もっ と も融通性 を備 え て い た。

　3．溢、に 遮蔽空閼 に 仁巣す る 種顎 は y．erabr ・ ノz副 噴 ∫‘磁 α，　 v．掬 ∫・謡 力z‘tch．ra お よ び v ．〃 zαノ漁 漉 漉 α

の 3種 で あ っ た 。 こ の うち前 2種 は 胞 上お よび 地下 の 広狭を問わず ， い ず れ の 遮蔽空間 に も営巣 し て い た が V ．
mandai

・”
a で は

’

1 に 1也中の 狭 い 既為現 洞 に 営y
’
tし て い たっ

　4，靴 si　 7厂〃τa は 凱 t：anthop 〆 1
’
tt と 町 じ よ うに ， 遮蔽空門 お よ び 非蔽癒

殉
門 の い ずれ に も張巣し て い た

が ， ど ち らを よ り選 ノチす る か は ， 告瓢ミ例が少 な く明 らか で な い ．

　5，非遮蔽空 閥選 虹種 で は ，外被 は 各巣盤 を完全 に 被護して い るが，遮蔽空間選好種 で は ， 外被 は 薄 く下段 の

巣盤 は被護 きれ る こ と な く常 に 露炭 し て い た 。

　 6．営挙陽所 と方敵 と の 相聞 は 各種 と もみ られ な か っ た。

　7．営巣ナ 所 の 地 表菰 よ りの 垂直距離 に つ い てみ る と ， 空中巣の V ，analis か〜
・
／trisで は 2m 以内の 高 さに

84，5％ の 巣 が 分布 して い た 。

一一・
方 V ．xanthoptera で は 2 〜 7　m の 高 さに 79．5 ％ の 巣がみ られ t：。

　遮蔽空   ⊥好種の V．crabro ．flaz，ofasc 　

’
ata と V．　 tropic ・Z　p　Xchra の 空 中巣は 4，5rn 以 下 に み られ た 。

　地中巣 は ， V．ユ
・
anthoptera ，　 V．　 crab ア

・
o 、プ1岬 0海 5c ∫α 6σ ，　 V ．’7

・
o グ 昭 Pulchra お よび V ．　 nzandarinia の 4

種 と tl　1 地 表 よ り 60　c ・n 以 内 の 比較 的 浅 い 部 分 に 分布 し て い た 。

　8．地 上 また は 地 中 の 遮 蔽 喫 聞 ｝ご建 設 きれ た 巣 で は，営巣 空 間 へ の 入 口 と巣 を結 ぶ 通 略 の 長 き は， 3〜420cm

で ，こ の 開 を巣の 個体は 歩行 し て 巣 に 達 し た 。

　9．前年 の 同種 の 営巣跡 に 再び 営巣 を 繰 り返 す例 が V ，．t’anthopterdz ，　 V．　 C 惚 加 0 魚 uq 加 ∫‘磁 α お よび V ．
analis 　insu．！aris の 3種 に 観箏 され た。

　10，Vesf α の 同種 お よ び J 種門 に お い て 1地域に 相互 に 近接し て曽巣す る例が み られ た

　　Summary ・ ll／li9・cellane … s ・b8ervati・ ns ・ n 　the　 nes 伽 g　 sit・es 　of 　the　get・u ＄ Yes2）a 　in　Japa・n 　are

pre　ell七ed ，　 A も〇七＆l　 of 　350　nes 七s　of　 6　 Yes．pa　 species ‘．e．1！．　anatig ？：η、su・taris，凱 xa ，ntho ．ptem ，
　 V．

sivniil 加 偽 F．σゲα6？
・
o　fi　navoftlscia ・ta，，　 V．　tropica 　pulcl？．ra 　and 　ll．，ηα 扁 α痂 磁 Zご漉 伽 磁 α ，　were 　observed 　fl’oM

l957 七ill　l969・　le　I七 is　reoogllized 　t，ha，t 七he　nes 七ing　8i七e　prefcrence　of 　Ves．P  differs　ch εLraeter 三stically
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with  speeies,  being classified  into the epen  plaee and  eovered  place types, 2. V. analis  insulcvris
and  Y. a;esnthqptera belong to the speeies  of  the open  plthee preferenee. V. anaTis  insularis nest･s

only  in op. en  situations  a･beve  grouncl, and  74 oi]t･ of  86 nests,  or  86.e%,  hung t'rom bushes  or  trees

near  ehe ground. On  the obher  hand, Y. xanthoptera  builds nest･s  both in the open  plaee (80.7%>
and  in t･he covered  pla･ee above  and  under  ground (l9.3%), ] ]3 out  of  166 nest･s,  or  68.I% ha･vi ng  beeii

attaehed  to the beams  or  the  eaves  of  huma･n  buildings, though  is va･riable  in nesting  site  seleetion  than

any  et-her  eongenerie  speeies  in Japan, 3. Three speeies,  V, crabro  flavqfZtsciata, V. tropic- f}telchra
and  V. ma7utarin-ia  latitinenta, prefer only  for covered  sit･uatlens, belonging to the  species  of  the

eovered  piace preferencc, V. crabro  paavoiitsciata and  V. troptca lmlchra make  their nests  eit･her  in
restrioted  eavities  or  in ample  spaces  both a･bove  and  unaer  ground, On  the ether  hand, V.
mandarinia  latitineata nests  only  in underground  sieuations,  4. As to Y, simillima  inhabiting
gokkaido, NortheTn Japan, it, is not,  eertain  for the laek of  suMeient  dat･a whether  it prefers t･he

open  plaee or  the covered  place, thou.vh the  nests  were  found from both open  and  covered  places
above  greund. 5. The general shape  of  the nest  ellvelope  changes  bet･wee･n t･he species  of  the opeii

place preferenee and  those oi' bhe  covered  plaee ]?ref'erence. 

'[n
 the  lirsb group with  V. xanthoptera

and  V. an"li･s  insuiaris, and  iR addition  wiLh  V, 6imiil･im-  ancl  V. dybozvskii, the  enveleve  is usua･11y

thick, covering  the nest  completely,  On  the ether  hand, in t/he second  greup with  V. cra･bro

.flavojttsciata, V. t･ropica pulchra･ and  U. mccnalurinia  lwti･"neato the envelope  is thin and  is alx{rays
omitt,ed  at  tlic bottom of  the nest.  6. No  particular relation  between nesting  site  and  direetion to

whick  the nest  fa･ces is found. 7. Height of  t,he nesting  sites  t't'em the gr{nEnd differs wit･h  speeies.  Pi.
analis  insularis usual}y  buil{ls its nest･ at  lower levels aboui  2m  from thc ground <84.5C}'.' ). On  tlje
other  hand, 79.59b' ef' bhe aerial  nests  of  V, xa'nthoptem  were  huilt 2-7 m  above  ground, Nests of

the species  of  the eevered  pla･ee preference, V. trqpiccr paulchm and  Y, crab?'o  flavojttsci-ta･, are  made  at

lower leirels about･  4.5m  from the  ground. Subterranean nests  of  4 speeies,  V. xa･jzthqptera,  U,
t･roptca 7)ulchra, V. crabro  

,flavofZtsciata
 and  V. mxnd-rinia  t-tili･neata, are  all  leeatea at  places within

O,6m  under  the  gro"nd  siirface.  8. Nests built in covered  situa･t･ions  above  and  under  gTound  are

sitnated  3 to 42e cm  dista･nt from t･he ca･vity  entrar!ee,  a･na  individua･ls of  the nest  foliowed the  route

or thc/ tunne}eo  reach  thenesb  xvithout･  fiying. 9. Rebuilding  in the  })revious nesting  site  wa･s

observed  int･raspeeifically fbr V. xawthoptera,  Y. era.bro  fla･vqflr.sciata･ a･nd  Y. a)iaZi,s  insula-ris, a･nd

interspecifiaa･11y between  V. crabro  flavoftesciata and  V, xanthoptera-,  10. So]ne instar]ees on  Lhe.

eoncent･rat･ion  of  nests  ",it･hin  limieed area･s  were  obser'fed  both i}itTa- and  int･erspecifically,
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ツ マ グ ロ ヨ コ パ イ の 卵 塊 卵 粒 数 の 変 異

笹波　隆文 ・桐谷　圭治

高知県農林技術構 究所
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［［V．AI〈A 酊 MI 　SAsABA　and 　KEIzl　K 至R エTANI ．　 FAOTORS 　RESPONSIBLE 　FOR

　　THE 　VARIATION 　OF 　 E （｝α一MASS 　 SIZE　 IN　 TH 昆 GREEN 　RICE

　　　　LEAFHOPP 皿R
，
　NEPHOTETTIX 　GINCTICEPS　UHI 」ER ］

は 　じ　め　に

　昆 虫の 産卵様式 は 1 卵ずつ 個々 に 産む もの と，塊状 に 産む もの との 2 つ に 大別す る こ とが 出来 る 。 た と え ば

モ ン シ ロ チ ョ ウ （Pieris　raPae 　 crt4cix ）ora ） は 前者 の 産卵 タ イ プ で あ る が ， お な じ 属 の 昆虫 で ヨ
ー

ロ ッ パ に 生

息す る オ オ モ ン シ ロ チ 。 ウ （P ．br・assicae ） は平均 50個の卵塊で産卵す る 。 こ の よ うな 産 卵様式 は明 らか に 種
の 特性 と考 え られ るが ， 後者 に 属す る もの の 場含卵塊あ た りの 卵粒数は 成 虫 の 生理的状態や寄主植物 の 状態な ど

の 産卵場所 の ちが い な ど に よ っ て 左右 され ， こ れ が世代お よ び 年に よ る 変異の 原因の ひ とつ で あ る と考 え られ る

（森本 1965b ）。一方 ニ カ メ イ ガ （C観 o　SZtPPressalis ） で は 卵塊の 平均卵粒数 に 顕著な地哩的変異 の あ る こ と

が 渋谷
・
弥富 （1943） に よ り報告され て い る。

　産卵様式 の ちが い は 個体群 の 分布様式を決定す る主 な 要因 とな っ て い るが （河野 1953
，
Waters 　1962

，
　Nakasujl

et 　al．1965），卵塊 あ た り卵粒数 の 多少 は た と え ば 天敵 の 影響 の 受 け 方や S 化 の 斉一
性，ふ 化幼虫集団 の 大き さ

に 影 響を与 え ， 結果的 に 卵期 ， 幼虫期 の 生存率 を変 え ， 個体群変動 の ひ とつ の 要因 とな る場合 もあ る （大竹 1955，
巌 1956，水照 1960r　 Ghent 　 1960，佐藤 ・森本 1962，

　 Carne　1952，
　 Lyons　 1962，

　 Hokye　 and 　 Kiritani　 1963
，

森本 1965a ，1965　b，桐谷 ら 1966 ）。こ こ で は 卵塊 で 産卵す る ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ を例 と し て ， 卵塊 あ た り卵粒数

の 変異 を年別，世代別 ， 地 域別 に 調査 し，温幽 日長 ， 寄主植物の 状態，ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ の 生息密度などが卵

塊 あた り卵粒数 （以下卵塊卵粒数 とい う） の変異 に どの よ うな影響 を 与 え るか を調べ た ，

写

鬟

鬟

方 法

　季節的 な卵塊卵粒数 の 変 異 を 1966年か ら L961年 に か け て は南国 市内の，又 1968年，1969年｝乙 は南国 市よ り西約

251〈m に ある伊 野 町 内の 投研 圃場 で 定期 的 に稲 茎 を分解調査 す る こ とに よ り言賜ぺ た 。 結果 は ツ マ グ ロ ヨ コ パ イの 世 代 を

考慮 L．，水 稲 の 作付様式別 〔一・期 稲 （3 月 下 匂播獸 　5 月 上 ｝冨1眠 櫨　8 月 上 旬刈 取 〉， 普 通稲 （5 月 上 甸播種，6 月 上 旬

田植 ， 10月上 旬刈 取 ），二 期 稲 （7月 上 旬播 種 ， 8 月上 旬 田植 ， 11月上 旬刈 取 ）〕， 地域 別 に 示 した。また こ の 変 異 が野 外

・
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